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この映画のナレーションをさせて頂けることに感謝です。

私自身も鬱病を体験し、夫や子供たちに助けられた一人ですし、また、東8本大震災で悲嘆に暮れる方々と

いっぱい接して来て、これまで、何も知らずやってきたチャリティーですけれと＼何が一番大事なのか、

この映画を見て知った気がしました。

寄り添う、黙って話を聴く、肩を抱いて、背中をさすって、共に涙を流すことの大事さ、ヽヽ

本当にありがとうございます。

グリーフケア人に優しい社会であってほしいです。
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ドキュメンタリー映画

9グ万～あなたはひとりじゃない一
構成・編集・監督：中村裕 語り：音無美紀子

出演：三井祐子、井手敏郎、金田諦應、島薗進、本郷由美子、佐久間庸和他
プロデューサー：益田祐美子、伊豆田知子 撮影：高橋秀典 音楽：日景健貴

共同プロデューサー：志買司 制作：スローハンド 製作協力．日本デジタル配信宣伝：ワーリンク 配給．平成プロジェクト
協力：（一財）冠婚葬祭文化振興財団、（一社）全日本冠婚葬祭互助協会、アウラ、マウンテンゲート、（一社）月杢クリーフ専門士協会、上智大学、セレモニー、サンレー
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＊大島新
（ドキュメンタリー監督）

「大切な人を失う悲しみ」と一言で言っても、そ

の中身は千差万別なのだということを、この映

画は教えてくれる。つまり、みな違う。それぞれ

の悲痛な言葉に、心を揺さぶられる。そんな人

たちに対して周囲の人間ができることは何か。

「傾聴」という言葉の重みと、深さを知った。そ

して中村裕監督が、まさに傾聴の人なのだ。

＊朝比奈千鶴
（ライター・脚本家）

喜びの感情は繋がりやすいのに、悲しみの感

情を分かち合うのは難しい。

大切な人の死など、喪失体験を伴うなら尚更

のこと。

悲しみが深ければ深いほど、他者との間に大

きな壁ができてしまい、その壁を壊すには相当

な勇気がいる。

この映画は、突然に遭遇する喪失体験の、当

事者、隣人として、取り扱い注意の「心」にどう

向き合うのか、と問いかけてくる。

悲しみを抱いて見つめる、やさしい社会のひと

りになりたい。

*EPO （音楽家）

『2023年1月に、最愛の猫を病気で見送リ、立

ち直れないほどの哀しみを経験しました。

哀しみを経験するたびに、私はこれまで、どう

やってこの心の痛みを手放してきたんだっけ？

と、いつも「哀しみの忘れ方」を思い出そうと

していました。

「哀しみ」と向き合うのが辛いからです。

その時、私は自分自身とも、友人や、親しい人

たちとも、社会からも孤立して、ひとリぼっちに

なっていました。

今回、この作品を拝見して、私があの時、「哀し

みの忘れ方」を思い出せなかった理由を、この

作品の中に見つけたような気がしました。

＊齋藤秋水（岩手めんこいテレビ代表取締役社長）

グリーフケアという言葉自体を知らなかった自

分にとって、「グリーフ＝喪失（深い悲しみ）」と

いう意味を調べたとき、観る前は正座して息を

整えて画面に見入りました。とても気が重く、

どのような深い悲しみを見せられるのか？と覚

悟して観ました。しかし僧侶の金田さんの落ち

着いた語り口や元所長の島菌さんの「人間の

一生は、喪失の連続」という達観を入り口に、

お話としては本当に「悲しい」話を聞いている

＊桜井浩子
（女優）

歳を重ねて、哀しみとは何か？魂の叫びとはど

んなことか？判っているつもりでした。が、この

作品を拝見して、自分が如何に思いあがってい

たかを痛切に感じました。「哀しみ＇‘‘

と、人って感情が無くなるんですよね

言が胸に剌さりました。

人としての幸せを祈らずにはいら

い深い作品です。

＊岡田匠
（朝日新聞文化部記者宗教担当）

この映画は、たんなるドキュメンタリ

まりません。

グリーフケアの根源がわかリます。そうです。グ

リーフケアの「教科書」なんです。

しかも、理屈ではなく、リアルそのもの。愛する

人を失った悲しみは消えることがありません。

その現実にどう向き合えばいいのか。答えのな

い問いに、答えてくれる「真実の映画」です。

哀しみはいつだって、愛のそばにある痛み。

私は、一人の人間であると同時に、音楽家、セ

ラピストという仕事柄、多くの哀しみを抱えた

人たちに出逢います。

私がどなたかの、哀しみの行き場所と、哀しみ

の居場所となれるのか、私自身の課題にもなリ

ました。

本当に、多くの方々に見ていただきたい作品で

す。

この作品を見て、何かを感じた方が、誰かの哀

しみの行き場所、哀しみの居場所となれますよ

うに。

のだが、逆に自分が勇気付けられ、あっという

間に映画は終わっていました。

私は中村裕さんという取材者は常に取材対象

に惚れ込み、のめり込み、半ば同一化してしま

う稀有な取材者だと評価しています。今回の映

画では、中村裕さんの「グリーフ」が取材対象

によって癒されていく過程を見たような気がし

ました。私自身もこれから受け入れるであろう

「グリーフ」に対しても「生きているだけで素晴

＊徳増卓宏
（精神科医・医学博士）

最愛の人を失った時、あの品品呂昇畏ご：ご
あの日に戻れれば、と、自分を責めてしまう方

は少なくありません。コミュニティが希薄化し

た現代社会においては、死を忌み嫌い、遠ざ

ける手段をとってきました。結果、生と死は分

断され、現代人は正しい離別の仕方を忘れて

しまっているのかもしれません。

「グリーフケア」、まだ一般的ではないこの言

葉について、この映画はわかりやすく、かつ専

門的な見地から、別れや悲しみとの向き合い

方について教えてくれます。

身近な友人や家族の深い悲しみにふれ、寄り

添いたいと思う時は必ずあります。

愛する人と一緒に、全ての人に見て欲しい映画

だと思います。

らしい」「見えるものだけに価値を見いださ

ず、喪失した場所に見えてくるものを想像す

る」ことで乗リ越えられそうだ、と思えました。

映画終了後には、鑑賞前の自分より人生につ

いてポジティブな強い気持ちになっていまし

た。とてつもない喪失が誰にでも訪れます。で

もそんなとき、「グリーフケア」というものが

あって、話を聞いてくれる人がいる。

一人じゃないんだって…。

＊金川裕一（横河デジタル代表取締役社長、日本パレーボール

こういう活動があること自体知りませんでし られました。突然訪れる大事な人やモノなどを

た。いつ自分にも起きるかもしれないことです 失うことの受けるダメージは想像を絶するもの

が、何事においても人の話を傾聴し、共有し、 でその為の準備、心構えなどできるものでも

承認していくことを普段から心がけていつでも あリません。

ケアする側になれる準備をしておけば、自らが こういう映画を観ることで何か記憶にマーキン

突然、グリーフの状況になっても躊躇なくケア グできるのではないでしょうか？

を求めることもできるのではないかと考えさせ

＊大谷賢博（サンレー北陸金沢紫雲閣・グリーフケア士）

今、私に何ができるのだろうか、と考えさせら

れました。想像を絶する喪失感と圧倒的な悲

しみを抱えた人に対して。地縁、血縁が薄れ

無縁社会と呼ばれる時代。人間関係の希薄

化。それにより悲しみを誰かに打ち明けること

ができない社会。それは人間が孤立しやすい

社会だということ。そんな中で「再び生きよう

とするきっかけがグリーフケアでした」という

言葉は、強烈に輝くー筋の光のようでした。何

も語らず手のひらを添える「非言語で伝えてく

れた」誰かの想い。「悲しみの根底が愛なのだ

と、寄り添ってくれて初めて分かった」という語

リには激しく心が揺さぶられました。

深い痛みを誰かと共有できる経験が大切であ

り、支え合う関係、受け止める関係。それはお

互いにケアし、ケアされる社会の確立であると

いうこと。悲しみを乗り越えようとするのでは

なく、悲しみとともに生きる社会。それには、同

じ境遇の人達が集まる場所が必要で、そのつ

ながりはまさに「悲縁」であるということ。死が

特別なものではなく、日常として語ることの出

来る場。浣」があってはじめて「生」が輝くこと

が、世の中の人にもっと広がればと強く願いま

した。新たなる始まリの予感がするドキュメン

タリー映画「グリーフケアの時代に」この映画

を観て、私たちの魂は悲しみを深く抱えている

ときこそ、その喪ったものと深く結びつくのだ

と気づきました。

＊井辺國夫
（（一財）冠婚葬祭文化振興財団エグゼクティブフェロー）

グリーフケアの時代に

突然訪れるグリーフを、ひとり一人がどのよう

に受け止め向き合っているのかについて、丁寧

に傾聴して作リ上げられた素晴らしい映画であ

ります。

冠婚葬祭文化が長い歴史の中で人々の喜びや

悲しみへの対応に重要な役割を果たしてきた

ところでありますが、人と人、人と地域の関係

の希薄化が進む中で、本映画はグリーフケアに

係る葬式や法事等の備式に代るあるいは追加

的な取リ組みの必要性を紹介するものでもあ

ります。この取り組みを広く支援していくととも

に、冠婚葬祭の大切さが再認識され実践され

ることを通じ人々が心安らかに過こせる時代

がきてほしいと考えています。
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